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一昼
都
の
文
化
や
歴
史
に
関
す
る
知
識
を
問
う

「京
都

・
観
光
文
化
検
定
試
験
（京
都
検
定
ン

の
受
験
日

（１２

月
■
日
）
ま
で
■
力
月
を
切
っ
た
。
試
験
は
８
回
目
。

「今
年
こ
そ
は
」
と
臨
む
受
験
者
も
多
い
は
ず
だ
。
過

去
の
合
格
者
に
終
盤
の
追
い
込
み
に
役
立
つ
勉
強
法
や

受
験
の
コ
ツ
を
聞
い
た
。

（仲
屋
聡
）

「第
８
回
」
来
月
＝
日
に

京
都
観
光

文
化
を
考

え
る
会

・
都
草
が

「
月
初
め

に
開

い
た

京

都
検

定
１
級

の
模

擬
試
験

に
は

＾
い
格

目
指
し

て
関
東

か

ら
訪
れ

る
人
も

い
た
と

い
う

（
京
都
市

下
京
区

ひ
と

ま
ち

交
流

盤

界
都

）

京
都
検
定
の
受
験
者
数
は
、
第
２

回
の
１
万
２
千
人
を
ビ
ー
ク
に
、
減

少
傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、
第
７
回

か
ら
室
示
で
の
受
験
を
導
入
。
東
京

〈〓場
の
申
し
込
み
は
■
１
２
３
人
と

好
評
で
受
験
者
減
に
歯
止
め
が
か
か

っ
た
。
今
回
は
１０
人
以
上
の
受
験
者
を
集

め
た
企
業
や
団
体
を
対
象
に
受
験
料

を
２
割
引
き
す
る
新
制
度
を
設
け

た
。
こ
れ
ま
で
の
■
級
合
格
者
は
５

８
２
人
た
が
、
２
級
合
格
者
は
７
８

３
２
人

（１
級
合
格
者
と
の
¨
複
込

深
く
京
都
知
り
た
い
気
持
ち
に

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
講
師
の
長

尾
美
保
子
さ
ん

（６６
）
　
第
３
回
の

京
都
検
定
で
■
級

め

瀞

Ｌ

鸞

綺

重
要
で
、
後
半
部

分
の
観
光
や
自
然
の
分
野
が
意
外
に

多
く
出
て
き
た
印
象
が
あ
り
ま
す
。

勉
強
法
は
気
に
な
る
こ
と
を
ノ
ー
ト

に
ま
と
め
て
え
識
を
墜
理
し
て
お
く

―

級

合

格

者

の

声

観
光
案
内
の
指
導
で
役
立
つ
　
　
０
牢
秘
格
轟
理
』
¨
蒙
山
は
ス
書
ぃ

ヤ
サ
カ
観
光
バ
ス
運
輸
部
ガ
イ
ド
　
　
苦
手
な
分
野
の
近
代
建
築
は
専
門

課
（南
区
）の
川
崎
し
お
り
さ
ん
（“
）

の
本
を
買
っ
て
覚
え
ま
し
た
。
試
験

第
■
回
京
都
検
　
の
１
カ
月
前
の
勉
強
時
間
は
■
日
３

（一
印
〕
一
）
は
』
一
』
毅
し の‐こ
鰤
　
鵡
中
に
一
い
¨
『
砕
枷
【
鰤
¨
一
¨

が
、
第
３
回
て
合
格
し
ま
し
た
。
２
　
光
案
内
を
指
導
す
る
の
に
役
立
っ
て

級
は
テ
キ
ス
ト
中
心
の
勉
強
。
■
級
　
お
り
、
教
え
子
に
は
積
極
的
に
検
定

は
過
去
問
題
集
の
２
、
３
級
の
問
題
　
に
挑
戦
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

京
都
検
定
は
、
京
都
の
歴
史
や
伝

統
に
詳
し
い

「京
都
通
」
や
観
光
担

い
手
の
育
成
を
狙
い
に
、
２
０
０
４

年
に
始
ま
っ
た
。
２
、
３
級
は
４
択

問
題
で
、
難
関
の
■
級
は
記
述
試
験

に
な
る
。
合
格
に
は
相
応
の
勉
強
が

必
要
だ
。

検
定
合
格
者
で
つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

「京
都
観
光
文
化
を
考
え
る
会
・

都
草
」は
、毎
年
の
問
題
を
分
析
し
、

模
奨
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。

高
橋
克
仁
副
理
事
長

（６２
）
の
、

２
、
３
級
受
験
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

は

一こ
れ
か
ら
■
力
月
間
、
と
に
か

く
公
式
テ
キ
ス
ト
を
読
み
込
む
こ

と
」
だ
と
い
う
。
問
題
の
多
く
は
テ

キ
ス
ト
か
ら
出
さ
れ
る
。　
ど
で
く

く
ら
れ
た
言
葉
は
特
に
出
題
率
が

高
い
。
テ
キ
ス
ト
を
読
み
込
ん
だ

後
は
、
索
引
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
よ

う
な
重
要
な
言
葉
や
項
目
に
つ
い
て

説
明
で
き
る
よ
う
に
勉
強
を
繰
り
返

す
。記
述
式
の
１
級
で
は

「四
択
問
題

と
違
っ
て
、
答
え
を
書
く
の
で
あ
や

ふ
や
は
だ
め
。
正
し
い
漢
字
を
党
え

る
こ
と
が
必
須
」
と
い
う
。
苦
手
な

人
が
多
い
小
論
文
に
も
ポ
イ
ン
ト
が

あ
る
。

「さ
れ
い
な
文
が
ベ
ス
ト
だ

が
、
そ
れ
よ
り
も
、
小
論
文
に
入
れ

る
こ
と
が
必
要
な
五
つ
の
キ
ー
ヮ
ー

ド
を
確
実
に
塵
宇
で
書
く
こ
と
が
重

要
。
下
書
き
の
時
間
は
な
い
た
め
、

直
接
書
く
の
が
よ
く
、
見
直
す
時
間

も
あ
ま
り
な
い
」

ま
た
、
テ
キ
ス
ト
外
の
時
事
間

題
の
出
題
も
定
例
と
な
っ
て
い
る
。

昨
年
は
開
館
５０
周
年
の
京
都
会
館
の

設
計
者
前
川
國
男
や
完
成
■
２
０

周
年
の
琵
琶
湖
疏
水
な
ど
の
出
題

が
あ
っ
た
。

「大
河
ド
ラ
マ
に
決
ま

っ
た
平
清
盛
や
新
島
襄
の
妻
八
重
の

関
連
や
今
年
の
出
来
事
を
押
さ
え

て
お
い
た
ほ
う
が
い
い
」
と
指
摘
す

る
。検
定
の
勉
強
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
知
識
か
身
に
つ
く
と
、
京
都
の
ま

ち
を
歩
く
楽
し
さ
も
増
す
。
都
草
の

坂
本
孝
志
理
事
長

（６６
）
は

「検
定

に
受
か
っ
た
ら
お
し
ま
い
て
は
な

く
、
受
か
っ
て
か
ら
も
大
事
．
観
光

案
内
や
美
化
活
動
な
ど
、
京
都
の
た

め
に
活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と

に
検
定
の
本
来
の
意
義
が
あ
る
。
ぜ

ひ
勉
強
し
て
合
格
を
目
指
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
て
い
る
。

京
都
検
定
も
第
８
回
と
な
り
、
過
去

問
題
集
や
解
説
本
な
ど
関
連
本
が
多
く

販
売
さ
れ
て
い
る
。
関
連
ソ
フ
ト
や
講

座
な
ど
も
増
え
て
き
た
。

出
版
業
の
リ
ー
フ
　
パ
フ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
ズ
（中
京
区
）は
、
昨
年
１０
月
に
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
（ア
イ
フ
ォ
ー
ン
）向
け
ア

め
た
．
２
、
３
級
レ
ベ
ル
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
問
題
を
ク
イ
ス
形
式
て
出
題
す
る
。

無
料
版
と
有
料
版
を
合
わ
せ
、
こ
れ
ま

で
に
約
１
万
２
千
件
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
あ
っ
た
。

「検
定
前
の
確
認
に
利
用

す
る
人
が
多
い
六
リ
ー
フ
）
と
い
う
。

検
定
を
主
催
す
る
京
都
商
工
会
議
所

み
）
も
い
る
。
２
級
で
と
ど
ま
っ
て

い
る
約
６
千
人
の
受
験
者
の
掘
り
起

こ
し
も
期
待
さ
れ
る
。

合
格
率
の
傾
向
を
み
る
と
、
■
級

は
、
■
桁
台
と
２
桁
台
の
年
か
交
互

に
続
き
、
問
題
の
難
易
度
の
差
か

年
に
よ
っ
て
顕
著
に
な
っ
て
い
る
。

昨
年
は
１７
・
９
％
と
合
格
者
が
多
か

っ
た
年
で

「傾
向
か
ら
み
る
と
、
今

年
は
■
級
問
題
か
難
し
い
年
」

（都

草
）
と
い
う
。
■
級
受
験
者
は
気
を

引
き
締
め
て
喘
む
必
要
が
あ
り
そ
う

だ
。

1級、漢字正確に理琴宅

関
連
ソ
フ
ト
、講
座
も
増
え
る

プ
リ

「ザ
・
京
都
検
定
」
の
配
信
を
始
　
の
受
験
者
向
け
講
座
も
人
気
だ
。
座
学

ア
プ
リ
フ

京
都
枝
ど
の
画
面
　
　
　
　
　
　
の
利
用
が
多
い
と
い
う
。

1級、難易の年交互に

今年は難しそう?

こ
と
。
時
事
問
題
は
、
法
然
や
親
鷺

の
遠
忌
な
ど
今
年
の
出
来
事
を
お
さ

ら
い
し
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

今
は
Ｊ
Ｅ
Ｕ
Ｇ
Ｉ
Ａ
カ
ル
チ
ャ
ー

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
（下
京
区
）で
京
都
検
定

の
講
師
を
し
て
い
ま
す
。
奈
良
ま
ほ

ろ
ば
検
定
に
も
合
格
し
ま
し
た
が
、

京
都
と
が否
長
を
比
較
し
て
勉
強
す
る

の
は
楽
し
く
、
京
都
を
よ
り
深
く
知

り
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ξイノ●コ″ヒ
京都市中京区堺町三条下る

TEL 075‐ 254‐2488

細
叫
麺

1級 1 803  36145%

38671 1 1501297%
3級  1  59341 25261426%

21及    47741  572  120｀ ち

鼻 11″::l盤
引
f%

31贅  1  56081 2987
第3回 12級 140】 2.041

郵
「
見
木
舅
髪
暴

一軋

愧

釉

覺

瓢


